
水辺にうるおいとにぎわいを、というのは環境
目的を追加した平成 9年の河川法改正前からずっ
と言われてきた。かわまちづくりの制度ができて
からも随分と経って、観光・レジャー目的で成功
しているもの、地域の大切な利用空間になってい
るものなど、様々なかわまちが全国に広がってい
るのは素晴らしいことだと思う。でも、今やそれ
だけではもったいない。流域総合水管理の時代、
河川・流域環境に具体的・定量的な目標を持とう
という時代に、改めてかわまちの在り方を問い直
しても良いのではないか。
川や水辺への想いや価値観は人それぞれで多種

多様。川の側からそれにどう応えていくのか、「流
域治水、流域環境、水利用→流域総合水管理」を
目指そうというなかで、川とまちの関係性がどう
あるべきか多様な視点から総合的に見直す必要が
あると思う。
かわまちづくりという制度のなかで観光や地域

の空間利用として成功している例ももちろんある
と思うが、どうもそこにフォーカスし過ぎている
面があるのかもしれない。川とまちとの関係性は、
そうした整備したスポットなどだけの「賑わいづ
くり」ということではなく、地域全体、流域全体
としての視点で考えていきたい。

そもそも昔のかわまちは、気持ちが良いからと
か楽しいからとかではなく、暮らし、生産、物流、
あるいは地政学的な必要があって生まれたものだ
と思う。結果、そこを中心にヒトが集まって治水・
防災も含めた川と水辺の文化が生まれて継承され
てきた。流域社会全体としての水の恵み、水の脅威、
それに対する人々の営みと川への働きかけ、それ
らの関わりが集約され体現された場所だったと思
う。そうした伝統的なかわまち的な文化は途切れ
たように見えていても、川が育んできた伝統文化、
産業、生活様式、自然観、防災の知恵などは、お
祭りやパワースポット、都市や自然の景観、伝統
工芸など様々な形で地域に今も根強く残っている。
観光、レクリエーション、リラクゼーションといっ
た現代的な価値のなかにも昔からの伝統や物語が
息づいているのではないか。
古くからの伝統文化と現代的な価値観が融合し、

新たな地域としての個性、住民意識を形づくり、
地域としてのシビックプライドにつながっていく、
そういうものの中心にかわまちがあって欲しいと
思う。物販、飲食などがクローズアップされがち
だが、それだけではなくむしろ水を賢く使う知恵、

水の脅威をいなす知恵、水と川の自然と生物をリ
スペクトする心、水辺をまちづくりに活かす知恵
などの伝統的なものを引き継ぎつつ、新しい価値
観も取り込み、川と流域の自然資本や流域特性を
活かしたあらゆる取り組みの中心になっていくこ
とが求められても良いと思う。
その意味で、かわまちは単に水辺を整備するだ

けのものではなく、社会関係資本（ソーシャルキャ
ピタル）を体現する「場」であり、ヒトのつなが
りや社会的なネットワーク、ひいては流域治水、
流域環境、地域づくりを融合した様々な取り組み
のためのソフトパワーを育む「場」になっていっ
て欲しい。
治水にせよ環境にせよ、流域で物事を考えるに

は、コンセプトだけではなかなか伝わらない。シ
ンボルや情報発信の拠点があった方が良い。そこ
からさらに具体的な流域管理の取り組み・協働が
生まれてくる。水の脅威や水の恵み、川を通じた
流域としてのつながりや地域のアイデンティティ
が実感できる「場」づくりが重要だと思う。川に
ヒトが向き合ってもらうことが、治水としても環
境としても利活用としてもなにより大切であり、
そのゲートウェイがかわまちであって欲しい。

いま、河川管理者による定量的・具体的な河川
環境の目標づくりが始まっている。でも、自然環
境だけ見ていれば良い訳ではなく、環境目標をつ
くるのにしても実現していくにしても、防災やま
ちづくり・水利用などと切り離すことはできない。
治水・防災、水利用、エネルギー、生活、産業、
伝統文化などあらゆるものを内部化して総合的に
みて取り組む必要がある。
環境目標は自然環境にとどまらず、まちやヒト

との関わりなかで川と水辺をどうしていくのか、
逆に川と水辺の在り様が流域管理に関わるまちや
ヒトの活動・ネットワーク、社会関係資本の充実
にどう貢献していけるのか、そうしたかわまち的
でソフトな環境目標が開発できないものかと思う。
河川の物理環境の定量目標と同列ではないかも

しれないが、川とまち・ヒト・地域の関係性をど
うしていくのか、流域総合の治水・環境・利用のニー
ズとの関係性のなかで川と水辺が何を目指すのか、
多様な価値観にどう応えるのか。もちろんそれは
河川だけの目標ではなく、必然的に地域社会・流
域社会全体としての目標になる。そういう社会の
共有意識ができてくると良いと思う。

川とまちのことを改めて考える
代表理事　塚原　浩一

【はじめに】
2027年に神奈川県横浜市で開催される横浜グ

リーンエクスポ（２０２７年国際園芸博覧会）は、
我が国では37年ぶりに開催される、最上位（A1ク
ラス）の国際園芸博覧会です。
本稿では、開催まで約8ヶ月となった国際園芸博

覧会の概要を紹介します。

【開催概要】
本博覧会は、1,000万株の圧倒的な花と緑、エン

ターテインメント、世界の食、70程度の国・国際機
関による国際色豊かな庭園・出展、16の企業・団
体による出展・出店等のコンテンツを充実させ、み
んなが「楽しめる万博」を目指しています。
あわせて、日本らしい文化・ライフスタイルや、

グリーン技術を世界に発信します。

【国際出展】
本博覧会には、世界各国から、園芸や農、食文

化等の特色を活かした出展がなされる予定です。
2026年6月3日時点で、本博覧会への参加を表明し
たのは、70か国・5国際機関となっております。

【日本政府苑】
日本政府苑では、2.5haの広大な区画に、「日本の
自然観を再考し、未来へ進む」をコンセプトに、様々
なグリーンインフラを配置しつつ、人と自然が共生
したみどりがもたらす未来の姿を提示します。
伝統的な日本庭園の文化と技術を踏まえた「令和
日本の庭」、いけばな、盆栽の展示のほか、長い歴史
に育まれた自然と共生する日本の姿を体感いただ
くことができる展示や、本博覧会のコンセプトに沿
う実装・実証技術の発信等が行われます。
展示館は、和泉川流頭部という立地条件や周囲の
自然環境を踏まえ、東西分棟の高床式木造建築とし
ています。また、庭屋一如（※）の考え方により、展
示館と庭を一体として構成しています。
（※庭屋一如･･･庭と建物が調和し、ひとつの空間
として一体化している日本の伝統的な考え方）

横浜グリーンエクスポ
国土交通省都市局総務課

日本政府苑イメージ（提供：国土交通省・農林水産省）
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【テーマ館】
「全ての生命はつながっている。植物を中心に」
をコンセプトに、生命の根源である植物の真の姿
を、最新の映像技術と研究成果を用いてアートと
エンターテイメントの掛け算により紹介します。ま
た、東日本大震災の津波に耐えた陸前高田市の「奇
跡の一本松」を、震災復興の象徴として展示活用し、
植物と菌類が共生する土の中の世界を表現します。

【園芸文化館】
江戸期に世界最高水準に到達した園芸文化につ
いて、日本人が自然とともに親しみ現在に受け継が
れる数々の伝統園芸植物を季節ごとに入れ替えて
展示します。外では江戸の植木屋・花屋敷を再現し、
江戸時代にタイムスリップしたかのように日本の
園芸文化の水準の高さや自然観、季節感を体感いた
だきます。

【Village出展】
GREENの力と産業活動が融合した姿を示し、

「幸せを創る明日の風景」を感じさせる屋外空間（庭
園、広場等）や展示施設で、独自の体験やコンテン
ツを提供いただきます。

令和日本の庭（提供：国土交通省・農林水産省）

園芸文化館イメージ

江戸の園芸文化イメージ

テーマ館展示イメージ ＫＴグループ

宮内庁所蔵の盆栽の展示
（提供：国土交通省・農林水産省）

東急グループ

NTT 東日本株式会社 株式会社大林組

大和ハウスグループ 東邦レオ株式会社

三菱グループ 鹿島建設株式会社

竹中グループ 住友林業株式会社

相鉄グループ 清水建設株式会社
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（本稿は、令和8年１月29日に座談会を行い、紙上スペー
スの関係で、編集部の責任により編集したものです。）

◆自己紹介と水辺やかわまちづくりとの関わり
【事務局】　本日は、ご出席いただきまして、ありがとう
ございます。最初に、自己紹介を兼ねて、水辺やかわま
ちづくりとの関わりということをお話しいただければ
と思います。楓先生からお願いします。
【楓】　楓千里と申します。國學院大学観光まちづくり
学部の教授（座談会実施時点）をしておりますが、実は
2020年3月まで、『るるぶ』や『時刻表』を発行しており
ます（株）JTBパブリッシングに在職していました。大
学卒業後、当時はまだ社名が（株）日本交通公社に入社
しました。三公社五現業と間違えられるような時代で
す（笑）。入社後すぐに、ガイドブックや時刻表、旅行雑
誌『旅』などを発行している、出版事業局に配属になり
ましたので、旅行業は全く経験していません。
國學院大学が新たに観光まちづくり学部を創設する

にあたり、2020年4月、まさにコロナ禍真っ最中に、新
学部設置準備室に入りました。学部自体は、その2年
後、2022年に開設し、今年度1期生が4年生となり、初
めて3月に卒業生を出しまして、やっと一周したところ
でございます。
「観光」と「まちづくり」をそれぞれ別の領域ではなく、
両方の相互関係の中で地域のあり方を考えるのが「観
光まちづくり」の概念です。観光のお客様を受け入れる
地域の方が住みやすく、そしてベストな交流のあり方
や受け入れ方法、また観光客にとってもいい形での交
流のあり方を考え、地域のより良い未来を構想してい
きます。そのための人材育成や研究を目的に創設され
たのが「観光まちづくり学部」でございます。
私は前職が観光や旅に関する情報発信が専門でした

ので、地域の観光情報メディアの科目や、ネットワーク
を活かし、インターンシップとして学生を各地で実習さ
せていただく科目も担当しております。
【飯塚】　近畿大学の飯塚と申します。お世話になりま
す。私自身は地理学をずっとこれまでやってきまして、
かわまちづくりというよりも、自分自身の舟運につい
ての研究をこれまでずっとやってまいりました。2021
年に近畿大学総合社会学部の環境・まちづくりという
専攻に異動しまして、環境とかまちづくりを学生たち
に教えているという次第です。
出身は埼玉県でして、卒業論文では近代荒川の舟運

をテーマに研究しました。修士論文では近代の荒川舟
運のみならず、現代における舟運の取組みに着目して、
東京はもちろんですけれども、大阪、新潟の信濃川、広
島市内のリバーカフェ、徳島の新町川の舟運など、様々
な水上バスの取組みなども見てまいりました。
地理学の立場から近代舟運を地図化して分析して、

さらにはほかの河川と比較する研究に取り組んで博士
論文を書き上げました。博士論文が形になったのがこ
の本でございまして、自分としては20年ぐらいずっと
舟運をやってきた人間でございます。
近代日本の舟運というのがどのように変化したのか、

衰退時期に着目して鉄道や河川改修による影響を分析
して、最後まで残ったのは砂利や鋳物を運んで…とい
うような研究をやっていました。その後、GIS（地理情
報システム）を使うことによって、時空間分析が可能と
なりました。船着場はただの点ではなく、舟運を営んで
いらした船頭さんもいれば、物資の流れから、様々な事
例を分析することに取組み、研究を進めています。

出席者

中庭　光彦 多摩大学経営情報学部　教授

楓　　千里 國學院大學観光まちづくり学部　教授（座談
会当時）

飯塚　公藤 近畿大学総合社会学部　教授

塚原　浩一 公益財団法人リバ―フロント研究所　代表
理事

リバーフロント研究所座談会
「これからの水辺、かわまちづくり」

『近代河川舟運の GIS 分析』飯塚教授資料

【テーマ営業出店】
庭園や広場などの屋外空間と営業施設を整備し、

博覧会のコンセプトを発信する飲食・物販などの
独自営業を行うとともに、来場者と共に「幸せを創
る明日の風景」を体験・共創する場を提供します。

【花・緑出展】
花と緑のプロフェッショナルが、ここでしか見ら

れない庭園や花壇、生け花やフラワーアレンジメン
ト、盆栽、新品種・希少種など、多種多様な花・緑
の作品を出展します。会場では、屋外空間や屋内出
展施設で美と技術の競演をお楽しみいただけます。

【プロジェクト協賛】
本博覧会の世界観に御賛同いただいた企業・団
体の皆さまの理念や技術等も盛り込んだコンテン
ツをご提供いただきます。

【最後に】
本博覧会開幕までちょうど1年となった2026年
3月19日には、開催1年前記者発表会が開催され、
最新の出展計画・協賛が公開されました。また、
同日より公式チケットサイトにて前売り入場券の
WEB販売がスタートし、開幕に向けた期待は日に
日に高まっています。
国土交通省としても、関係機関と連携して「楽し
める万博」の実現に向けて全力で取り組んでまいり
ます。

【横浜グリーンエクスポ 概要】
■名 称：２０２７年国際園芸博覧会
International Horticultural Expo 2027, 
Yokohama, Japan
■会 場：神奈川県横浜市(旧上瀬谷通信施設)
■開催期間：2027年3月19日～ 2027年9月26日
■区 域：約100ha(内、会場区域80ha)
■有料来場者数：1,000万人以上

大成建設グループ（魅力創出プロジェクト
ダイヤモンドパートナー）

「TAISEI GREEN TERRACE（仮称）」
会場内を一望できる大型木製テラス

花・緑出展イメージ
（上から千葉県、株式会社サカタのタネ）

テーマ営業出店イメージ
（左上から時計回りに JA グループ、株式会社丸兆、

明治グループ、ヤマザキパングループ）
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